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果実表層部を腐敗させるが種子内部までは侵さなかった これらの菌の生育適温は前 者が あとの
菌は で とくに は でも生育可能であった 日本でのタコノキ属植物の果実腐敗性
病害の病徴再現記録はなく 上記 種を病原菌としてタコノキ属の果実腐敗病の病名を提案した
果実腐敗 種子腐敗 糸状菌病 タコノキ属
被害果実からの組織分離では 種皮と内部から 角
日本に自生するタコノキ科植物 には の組織片をそれぞれ約 個作成し 重のガ ゼで包んで
タコノキ属 とツルアダン属 が ビ カ に入れ 水道の蛇口の下において 流水で約 時
小笠原諸島や鹿児島県南部から沖縄県にまたがる南西諸島 間洗浄し 流水洗浄法 小林ら その後クリ ン
中南部に認められる 佐竹ら タコノキ属には南 ベンチ内において分離片を滅菌水で 回洗浄し 乾燥滅菌
西諸島に広く分布するアダン ろ紙で水気を吸い取ってから 素寒天平板培地
小笠原固有種タコノキ があり 耐 上に静置し 恒温器内で数日培養した 生育してきた
潮風性が強いので 防潮 防風林として海岸群落を形成し 菌糸を 斜面培地に移植し 生
ている また 種子集合果である果実を有する 育してきた菌叢を各種実験に供した また 採集した腐敗
南西諸島の植物病害と病原菌の調査を行ったところ 果実を湿室条件下に保ち 病斑部に形成された菌類の子の
年以降タコノキ属植物の着生果実 種子の集合体 の う胞子あるいは分生子より単胞子分離を行った
腐敗と落果が観察され 小林ら また同様
の症状が東京都小笠原の父島においても観察された 弓木
ら これらの腐敗果からは数種の糸状菌が一定の 検出された各属菌について それぞれ以下のように観察
分離頻度で検出され 果実 種子 腐敗との関与が疑われ と同定作業を行った
た これまで日本では タコノキ果実から 組織分離により得られた菌株を
の検出記録はある 佐 ジュ ス寒天平板培地に移植し 菌叢がシャ レ全面
藤ら 横山 が 病気としての腐敗症 に生育した後 を 時間照射した シェア 液 蒸留
状の再現記録はない そこでこれら分離菌の病原性の確 水 エチルアルコ ル グリセリン 酢
認 種の同定 生育温度などの病原学的研究を行った 酸ナトリウム を封入液として 分生子形成部分の
菌叢の一部をスライドグラスにとり 光学顕微鏡による観
察のためのプレパラ トとした 培養菌叢の生育速度 形
状 色調を記録し 分生子の形態を 遠山
年から 年にかけて鹿児島県沖永良部島 与論 に従って観察し 大きさの範囲と平均値を求め
島 沖縄県宮古島および東京都父島において タコノキ属 た
植物の腐敗果実を採集し 病状の観察と分離実験に供し 腐敗果上の菌体部を切り取
た 腐敗果実および種子の状況を に示し り 徒手切片のプレパラ トを作製し 光学顕微鏡により
た 分生子層 分生子などの形態を観察 計測した 付着器に
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ついては寒天ブロック法を一部改変し ジャガイモ ニンジ 分離した菌株について シンビジウムの葉を用いた寒天葉片
ン寒天 を滅菌したシャ レに 法 岸 により形成した分生子塊を掻き取ってプ
の厚さに流し込み 固化後にカバ グラスより少 レパラ トを作製し
し小さめに切り取ってスライドグラスに載せ その上に分 に従って分生子の諸形態を観察 計測した
生子浮遊液を塗布し カバ グラスをかぶせ 暗黒下
で 日間保った後 光学顕微鏡で観察した これらの形
態について 小林 佐藤 上記 種の菌それぞれを 平板培地 暗黒下
らを参考に同定を行った で 週間以上培養した菌叢の周辺部を 径のコルク
腐敗果上に形成された子 ボ ラ で打ち抜き 無病のアダン種子の上部と下部にそ
のう殻を掻き取り そのまま あるいはスライドグラス上 れぞれ菌叢面が皮層部に接着するように貼り付けた 無傷
のシェア 液中で押し潰して 子のう殻 子のう 子のう 区と針 本を束ねて軽く刺し傷を付けた有傷区を設けた
胞子などの形態を観察 計測した また 単子のう胞子分 接種後は滅菌水で湿らせた脱脂綿を固定して覆い 週間
離菌株上に形成されたアナモルフ 世代 につ 湿室に保った 対照区では菌叢の替わりに 寒天培地
いても 菌叢の一部をプレパラ トにして分生子の形成様 を有傷 無傷区それぞれに貼り付け 同様に保った 接種
式 形態などを を参照して観察 用のアダン果実は沖縄県宮古島より入手した
計測を行った
腐敗果上に形成された菌体部
を切り取り 徒手切片のプレパラ トを作製し 光学顕微 種子への接種において病原性の確認できた菌について
鏡により子座 分生子殻 分生子などの形態を観察 計測 菌叢の生育と温度について調べた 平板培地に
した 成熟分生子は分生子殻の孔口部より溢出してきた分 暗黒下で 週間培養した菌叢の周辺部を 径のコルク
生子塊を針で掻き取り プレパラ トを作製して成熟分生 ボ ラ で打ち抜き 平板培地に置床し から
子の観察 計測を行った 種の同定には まで 間隔で 段階の温度区に保ち 径の
および矢口 中村 を参照した シャ レを充たすまで毎日菌叢の直径を計測した 実験に
腐敗果上に形成された菌 は各温度区 枚ずつのシャ レを用いた
体部を切り取り 徒手切片のプレパラ トを作製し 光学
顕微鏡により分生子殻 分生子などの形態を観察 計測し
た また 単胞子分離株の 平板培養菌叢上に形成さ
れた分生子粘塊を針で掻き取り プレパラ トを作製して 調査を行った島嶼名と 腐敗果を採集したタコノキ属植
観察 計測に供した 種の同定には を参 物の種類 および調査年月を に示した 東京都父
照した 島ではタコノキ に 鹿児島
腐敗果上に形成された分生子 県沖永良部島ではアダン シマ
塊を直接針で掻き取り また 菌体部分を切り取り徒手切 タコノキ に 鹿児島県与論島ではアダンとビヨウタコノ
片により それぞれプレパラ トを作製して キ に 沖縄県宮古島ではアダンに 果実
種子 腐敗が観察され それぞれの試料を採取した タコに従って分生子褥の形状 剛毛の有無 分生子の
ノキ属植物の果実は多数の種子からなる松かさ状の集合果形態などの観察 計測を行った
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Occurrences of fruit rot of plants in Japan
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Symptom and sign of fruit (seed) rot. and its fruits (seed ball), Symp-
tom of fruit (seed ball) rot, Rotted seeds showing various fungal fruit bodies, Red perithecia of
on a lesion, Sticky black conidial masses oozed out from pycnidia of
on rotted seed, Magniﬁed lesions caused by with










敗は起きないが 黄 黄橙色に成熟するころから 樹上の
あるいは落果した果実に淡褐色から濃褐色 時に黒褐色の





るもの 黒点状の小隆起を密生するものなど 様 であっ
た
に示したように 南西諸島の 島と小笠原の父




ヨウタコノキから 属の菌類 宮古島ではアダンから 属
の菌類が検出された 分離菌の属別に記すと 平均 時に分生子層中に暗
属菌が宮古島から 属菌が与論島から それ 褐色の剛毛を形成した 菌叢はクリ ム色から灰白色やや
ぞれ 回検出されたのみであった 属菌は 綿毛状で 培養上に豊富に分生子を形成した 上の付
宮古島および父島の 島から検出された また 着器は淡褐色から褐色でふつう丸形 時に不整形 大きさ
属菌は沖永良部島 宮古島および父島から は であった これらの形態的
属菌が与論島 宮古島および父島から 特徴は 前記の文献 に照らして
属菌が沖永良部島 与論島および宮古島 と と一致すると考えられた 以上により 南西
それぞれ各 島から検出された そして 属 諸島の 島と小笠原父島でタコノキ属植物から検出された
菌は試料を採取した 島すべてから検出され その分布の 属菌は
広さが示された と同定した 本種は日本産のタコノキ属植物 ア
ダン タコノキ では初めての記録である
腐敗果上の薄い菌叢上に
上記 属の菌類の種の形態測定に基づいて それぞれの 橙赤色 赤褐色の子のう殻を単生または群生した
種の同定を行った 同一植物で採取試料が 島以上の複数 準球形ないし倒卵形で 頂端の口腔部は
にまたがる場合は それぞれの測定値を併せて範囲と平均 乳頭状もしくは鋭く突起する 子座はほとんど形成しない
を示した か 僅かに偽柔組織を形成した 殻の大きさは
菌叢は絨毯状から綿毛状 オ 壁は 層からなり 外層は細胞壁の厚い長
リ ブ褐色を呈し 試験管あるいはシャ レの壁に這う菌 方形から紡錘形の細胞より形成され 内層は薄壁の淡色の
糸上で鎖生する分生子の形状や分枝の状況が観察された 細胞からなる 子のうは円筒状ないし棍棒状 一重膜で
分生子は菌糸から直立する分生子柄上に形成され 倒棍棒 頂部にかすかに構造を有し 個の子のう胞子を準 列も
状ないし卵形 楕円形など多型で 鎖生しばしば途中で分 しくは 列に含み 大きさ 子のう胞子
枝し 連鎖の数は 個 長さ 嘴を含む と幅の平均 は無色 楕円形 両端鈍円 中央に横 隔壁 細胞 表面
は 横の隔壁 個 縦 斜めを含む の隔 は滑面または縦の条線を有し であった
壁 個で 隔壁部ではふつう縊れない ふつう粗面で時 上の培養菌叢は白色綿毛状の気中菌糸を形成し
に滑面であった 裏面はクリ ム色を呈した 培養上に大形 小形分生子を
これらの特徴を 遠山 らと照合 ともに形成した 小分生子は無色 円筒形 楕円形で
して と同定した 本 隔壁 菌糸から直立する分生子柄からモノフィアライド
種はタコノキ属植物 アダン 上では初めての記録と考え に形成され 擬頭状粘塊となった 隔壁胞子は
られた 隔壁胞子は 大分生子は鎌形
腐敗果上では 変色した皮 で脚胞を持ち 菌糸上の短い形成細胞からモノフィアライ
層表面に黄橙色 鮭肉色の粘塊を群生した ドに順次形成され集塊となった 隔壁で 隔壁胞子
分生子層底部の無色 淡色の細胞層から 無色 単胞 短 は 隔壁胞子は 隔
円筒状の分生子柄が平行して柵状に並列する 分生子は分 壁胞子は であった
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Fungal species causing fruit (seed) rot of
plants and their pathogenicity
Fig. :
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弓木 小林 夏秋 廣岡 小野
また 本菌の単子のう胞子分離株にはアナモルフ 属菌と比べて 菌体の隆起が大きく 粘塊も多量に
世代 のみしか形成されないことから 性和合性はヘ 溢出するので 実体顕微鏡あるいはル ペによる観察でも
テロタリックであることが推定された 区別が可能であった 分生子殻は黒色 球形で しばしば
以上のテレオモルフとアナモルフの形態的特徴および 黒色の子座を伴った 殻の径は 高さは
性和合性から 廣岡ら および 殻内に分生子と側糸を並列する
に基づき 本菌を 分生子は始め無色 単胞 楕円形 広楕円形で 大きさ
と同定した 本 平均 のち 成熟して褐色
種は日本産のタコノキ属植物 アダン タコノキ 上では 黒褐色 細胞となり 表面に縦縞模様の条溝を有し 大
初めての記録である きさ 平均
種皮上では黒色いぼ状の隆起 培地上での生育はきわめて早く はじめ白色のち灰
を群生し やがてその頂部より黒色の粘塊を溢出した 同 黒色 黒色となった これらの形態的特徴を 前記 文
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OSSMANN
Fungal fruit bodies seen on fruit (seed)
conidium of Pycnidium of





Chlamydospores and conidia of A part of acervulus
having seta of
Acervulus of Conidia of
m,
R m, Fig. :
(Berk. et Broome) Samuels et Nirenberg . m, m
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と同定した タコノキ 岐を反復し 最頂端の分生子形成細胞がほぼ斉一に揃い
属植物では佐藤 佐藤ら が沖縄本島で 頂部からそれぞれ内生出芽フィアロ型に分生子を形成す
横山 が父島で いずれもタコノキ果実から記録し る 分生子は個 では淡緑色 集塊では黒色粘塊となり
ている 長円筒形で両端は円い 大きさ 平均
腐敗果の種皮上に小さい で滑面 これらの形態から本菌を
黒粒点が多数生じ まもなく各頂部より溢出する分生子粘 と同定した 本種は与論島 西表島 熊
塊により覆われた 分生子殻は散生 群生 本県で採集され 日本新産種として報告された菌 小林
茶褐色 黒色で 球形から類球形 径 高さ 小野 であるが タコノキ属植物 アダン では初
分生子柄は不明瞭 分生子は単胞 類球形 めての記録である
滑面 薄壁 淡褐色だが集塊では黒色粘塊となり 大きさは 腐敗果の種皮上に多数の黒色
平均 小点 分生子層 を散生 群生し しばしばその上に黒色
培養では表面白色 クリ ム色の菌叢を発達し の 分生子粘塊を生じた 分生子は
ち黒色の分生子塊を多数形成した 分生子などの形態を 細胞からなり 両端細胞は無色 中央 細胞は有色で 上
と照合し 本菌を 細胞が暗褐色 下 細胞が淡褐色 頂部細胞先端に
と同定した 本種は日本新産種で 本ふつう 本の付属糸を 下端細胞に 本の付属糸 尾毛
あり タコノキ属植物 アダン ビヨウタコノキ では初 を持つ 付属糸を除く分生子の大きさは平均
めての記録である 頂部付属糸の長さは平均 先端の膨らみはない
本属菌は分生子褥 基部付属糸は短針状で長さ
の剛毛の有無 分生子柄束形成の有無 分生子 上の菌叢は白色で波状に進展し のち菌叢上に黒色の分生
の表面構造の有無 形などによって種が類別される 小林 子粘塊を散生した これらの形態的特徴を
ら 本菌の分生子褥は剛毛が および に照らして 本菌を
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Results of wound inoculation on seeds
wound),
with fungi isolated from
rotted fruits, days after inoculation.
Control (Upper : wounded, Lower : without
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弓木 小林 夏秋 廣岡 小野
植物 アダン タコノキ では本菌は初めての記録である 生育速度 日である
は生育範囲 適温 日生育速度 で
は生育範囲 適
接種 日後までの観察結果では 上記 種の菌類のア 温 生育速度 日 であった 最も低温域であっ




変腐敗させるもので 年 月 鹿児島県南端の沖永良部島と与論島にお
および いて 海岸植生をなしているアダン
の 菌が含まれた これらの菌による腐敗症状は 前 種 とビヨウタコノキ の果実 種子集合果 に 褐
が黒変症状を起こし は褐変症状であっ 色から黒褐色の変色と腐敗症状を示す被害が観察された
た また前 種は標徴により 小形の黒点状隆起 分生子 これら樹上のあるいは地上に落下した腐敗果には 複数の
殻 と小粒の黒色粘塊 分生子 を生ずる と 菌体が認められた その後 沖縄県宮古島でのアダン 東
大形の黒色いぼ状隆起 分生子殻 と大粒の黒色粘塊 分 京都父島でのタコノキ の調査において
生子 を生ずる に識別できた も 同様に複数の菌体を生じている腐敗果を観察 採取し
は褐変病斑部上に橙赤色 赤色の子のう殻を群生す た これらの腐敗果からの組織分離および腐敗果上に形成
る標徴により 他の菌群とは明らかに区別できた された菌体の胞子からの分離により 主に 種類の菌属が
第 群は種皮に褐色または黒色病斑を形成し 菌体も形 分離された これらはその形態的特徴により種の同定を




分生子粘塊を群生する とは区別できた これら 種の糸状菌を健全なアダン種子に対して 無傷
上記の結果はアダン種子の種皮への針束による付傷部分 の果皮上に菌叢を貼り付ける無傷接種と 針束で刺し傷を
への菌叢貼り付け接種の結果であり 無傷種皮への接種で つけて菌叢を貼り付ける有傷接種を行ったところ 無傷接
は全く病斑形成は見られなかった なお 発病病斑部には 種では病斑形成は起こらなかったが 有傷接種では
それぞれの接種菌の菌体形成が確認された
第 群は と および の 種の菌がそれぞれ病斑
で 無傷 有傷接種とも全く病斑形成が見られな を形成し 種皮を貫通して種肉を侵すものもあった その
かった 病原性の程度と菌の生育温度および生育速度などから判断
すると タコノキ属植物の果実 種子 腐敗においては
および が重要
アダン種子への付傷接種で病原性が確認された 種の な菌群で ついで であり
菌の菌叢の生育と温度の関係を に示した 最も高 は比較的程度が軽いものと思われた 無傷 有傷とも病原
温で生育し かつ生育速度が 日ときわめて早いの 性を示さなかった と は 恐
が で 生育範囲 生 らく二次的に繁殖したものと考えられた
育適温 で でも生育可能であった ついで アダンをはじめタコノキ属植物には葉の縁に鋭い棘があ
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lodia theobromae, Microsphaeropsis olivacea, Myrothecium
gloeosporioides, Haematonectria haematococca, Lasiodip-












L. theobromae H. haemato-
cocca
Colle-




tototrichum, Haematonectria, Lasiodiplodia, Microspha-
Alternaria alternata Myrothecium carmi- eropsis Pestalotiopsis
chaelii
L.
theobromae, M. olivacea H. haematococca
C. gloeo-sporioides P. gracilis
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岸 国平 寒天葉片法による柄子殻及び分生子の形小林享夫 小野泰典 古川聡子 西川盾士 与論島
成 日植病報の樹木病害と病原菌 森林防疫
小林享夫 小野泰典 古川聡子 西川盾士 中島千晴 廣
岡裕吏 沖永良部島の樹木病害と病原菌 森林防疫
弓木彩子 小林享夫 夏秋啓子 小野泰典 数種糸
状菌によるタコノキ果実腐敗病 新称 日植病報
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属菌と追加新種 回日菌講
小林享夫 小野泰典 与論島 沖永良部島産の本邦小林享夫 佐 木克彦 真宮靖治 マツノザイセン
未記録植物寄生菌 種 回日菌講チュウの生活環に関連する糸状菌 日林誌
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UMIKI OBAYASHI ATSUAKI
IROOKA NO
: A fruit (seed) rot of plants has been noticed in Nansei Islands (Okinoerabu,
Yoron, and Miyako), and Bonin Islands (Chichijima). Five isolated fungi showing pathogenicity by
the artiﬁcal inoculation on seeds were identiﬁed as
and
and they were shown to be pathogenic on seed only through the wound. The
optimum growth temperatures were C for the former species and C for the latter species. From
the results of isolation, inoculation and identiﬁcation of the fungi in relation to the fruit (seed) rot of
plants, it was concluded that this fruit (seed) rot is a new disease caused by the above listed
ﬁve fungi. A new disease name fruit rot (kajitu-fuhai-byo in Japanese) is proposed.
:
By
Ayako Y *, Takao K **, Keiko T. N **,
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Fruit and Seed Rot of Plants
and its Causal Fungi
Pandanus
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